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　筆者らはFusarium菌の分類を基礎づける変異に関する研究の推進を意図しているが，ここ

には桑芽枯病菌Fusarium鰯θ7藤％〃3（NEEs）SNYD．　et　HANs．の核現象ならびにsaltants

の病原性についてしるところがあつたから報告する。本研究の一部は昭和30年度日本植物病理

学会大会で講演発表した乞）本論に入るにあたり，核染色について御教示いただいた農技研新関

宏夫技官（現在関東東山農試），ならびに実験に助力された筒井忠夫，西村利三郎，近藤常政

森田健冶，細田明夫，下田幸男の6君に対し感謝の意を表する。

1　桑芽枯病菌F．　lateritizamにおける核現象

1　桑芽枯病菌各種培養系統の硫酸銅添加培地上における変異体発生度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桑芽枯病菌各種培養系統を硫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植付に5枚つつとし3回反復し
第1図　硫酸銅添加培地における18号菌の変異体の出現　　　　た。培養系統別の変異体出現回
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第1表硫酸銅添加培地上におけるF．lateritium各種培養系統の変異体発生度

変異体出現回数

17

9

3

1

0

桑　芽　枯　病　菌　培　養　系　統　番　号

18

41

8，　IO，　35

1，　　17，　　19，　　21，　　26，　　nlicro　28，　　nユicro　　29，　　40，　　64

2，　　　7，　　　12，　　28，　　　29，　　31，　　32，　　　33，　　34，　　　36，　　　62

数を合計して第1表に示したが，この変異体は広江4）のいわゆる爾状準突然変異型叉は島状準突

然変異型をなして出現したのである。のちにこれらの変異体がvita　min　deficientであるか

どうかを検討したところ，64号菌からの1変異体（64－1）のみがthiamine　deficientであっ

た。

2　桑芽枯病菌亙鰯67漉％吻各種培養系統の核数

　核の染色にはFeulgen染色法と酢酸カー一ミン法11）を試みたが，本菌では後者で良結果をえ

た。実施には多少変更して次の如く行つた。

　供試菌の胞子又は菌糸を湿室に納めた時計皿中のミカン皮煎汁（十グルコース1％）の中

で，25°Cで18－24時間伸長せしめ，伸長した菌糸の少箪をスライドグラス上にとり，acetic

alcoho1（gracial　acetic　acid　1十absolute　alcohol　3）を用いて2－3分固定し，2－3回水1先す

る。これに5N－HCIを加え，弱い炎の上で5秒くらいあたためて放冷し，2－3回水洗する。鉄明

ばんを加えたacetocarmineで，加温しながら約5秒闇染色し放冷する。45％acetic　acidで

1－2分間脱色し，1－2回水洗する。水で封じ，しばらくしてから検鏡する。

　桑芽枯病菌各種培養系統及び18号菌の各変異体の1細胞中の核数を調査した結果を第2表A

　　　　　第2表　A　丑tateritiasm各種培養系統の1細胞中の核数

　　」普…i壁系統観察剖～分桑亥数12345678言十

　　・　｛葺　　　能，lll8　881霧
　12　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　43　　　71　　　157　　　157　　　98　　　27　　　　3　　　　0　　　556

　21　　　　　　　　　　王ヨE　　　　　　　　　　　　　　83　　　91　　　105　　　133　　　　91　　　　58　　　　　8　　　　　0　　　　569

　26　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　130　　　65　　　　75　　　　94　　　101　　　　53　　　　28　　　　3　　　　549

28 @｛fi　　lll　199，i　888819191
・・ @｛妄　　lll，，11111188181
m・…29｛li　　llllll　ll　l　81181蟹

　32H　7779108123986940558　34　　　　　　　　　1｛　　　　　　　國　　　　353　　180　　　14　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　547

m・cr・34 o曾　　1多1晶888888911
　35　　　　　　　　　1｛　　　　　　　　　・　　327　　153　　　　57　　　　0　　　　0　　　　0　　　，　0　　　　0　　　　53ア

・・ @｛ll　　lgl、11111888蝿
　41　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　600　　　　8　　　　　1　　　　0　　　　0　　　　0　　　　　0　　　　0　　　　609

　62　　　　　　　　　1ヨ［　　　　　　　　　　　　169　　171　　　158　　　　3　　　　0　　　　0　　　　10　　　　0　　　501

備考　表中の数字は各核数をもつた細胞数を示す。観察部分のCは分生胞子，Hは菌糸である。
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第2表B　F．lateritizam　18号菌及びその変異体の1細胞中の核数

培養系統　　観察部分　　核数　　　1　　　　2　　　　3　　　　4　　　合　計

・8　　　｛畳　　1お　　12　　1　　1　111
18（1）　　　　　　　　　　｛　≡i　　　　　　　　　　含88　　　　　　　　8　　　　　　　　8　　　　　　　　8　　　　　　　含88

18（2）　　　　　　　　　　｛　　豊　　　　　　　　　　　　茎ラ；　　　　　　　1，9　　　　　　　　8　　　　　　　　8　　　　　　　葦§含

18－
X　　　　　　　’　　｛　葺　　　　　　　　　　　含88　　　　　　　28　　　　　　　　2　　　　　　　　8　　　　　　　含88

二ξ二：k（二；　　　　　　　｛　圭茎　　　　、　　　　　　…§…　　　　ノ　　…　　　　　　　　…　　　　　　　　…　　　　　　　………　　　　　　燭

・8－・（・）　｛葺　　191　141　8　1　111

・8－・（・〕　｛　li　lll　，，1　8　8　119
18－16（1）　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　600　　　　　　　　0　　　　　　　　0　　　　　　　　0　　　　　　　600

18－16（2）　　　　　　　｛　｛至　　　　　　　　　　　乏88　　　　　　　　8　　　　　　　　8　　　　　　　　8　　　　　　　含88

備考　前表の備考参照。18－3，18－8，18－9，18－16はそれぞれ18号菌の各変異体を示し，

　　（1）（2）は寄主（桑条）を1回又は2回（各回約6ケ月）通過したことを示す。

欝

顎

野

　　　　　　　　　　　　

、難騒…灘
　　懸穂　藩羅
　　　　　　　　　　　

　　　　　雛
瀧　　　鷲

1号菌　　　　　　　　　　　　18号菌　　　　　　　　　　32号菌

　　　　　第2図Fusa2’ium　lateritiumの菌糸中の核

及び第2表Bに示す。これらの表を通覧すると，多くの培養系統は1細胞中の核数のモードが

1核にある。但し12，21，32，62，micro　29など2核以一ヒにモードが存在するばあいもみられ

る。なお変異体をひんぱんに生ずる18号菌の原菌及びその変異体（桑条通過したものを含む）

はすべて核数のモードが1核にあることが明かである。

3　変異体出現の原因についての考察　　　・

　変異体出現回数の極めて多い18号菌及びその変異体，41号菌などは核数のモードが1核であ

り，逆に核数のモードが2核以上である12，21，32，62，micro　29などは変異体出現回数が極

めて低い。これらの結果からすれば，このような変異体の出現は異質多核の分離に基くとは考

え難い。しかしながら鈴木12），BuxrON2）な’どによれば，ヘテロカリオシスは細胞中の核が1核
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であるばあいにもおこりうるかのようである。しかし筆者らの18号菌のばあいは，単一胞子か

ら出発していることや，生じた変異体から更に重複的にかなりひんぱんに変異休を生ずる事実

をみて，これらの原因を1核のばあいのヘテPカリオシスという特殊の場合に帰すよりは，突

然変異に帰す方がより妥当ではないかと思われる。

　次に筆者ら16）はさきに桑芽枯病菌の26，34，及び62号菌は寄主通過によつて明かに病原性を

増大することを明かにした。第2表Aによれば，これらの培養系統のうち12及び62腎菌は核数

のモ、，一一ドが2以上にあり，また26号菌はモードは1核であるが，5核のところにも1つの山が

みられるから，病原性変異の原因にヘテPtカリオレスを推測することも出来るわけである。し

かし，同じように病原性を増した34号菌にあつては核数のモードが1核であることや，これら

すべての培養系統は室内培養中に次第に病原性の低下を示すことなどから，このばあいはむし

ろ適応の一種即ち栄養環境に対する反応と見倣すべきではないかと思われる。　　　　　　一

II　桑芽枯病菌F．　lateritiumのSaltantsの病原力

　植物病原菌の病原性の遺伝その他の研究にbiochemical　mutantを用いた例は比較II勺少な

いが1（EITTとBOONE　5）はVenturia　inaequalis　’について著しい業績を出している。

　前節でのべたように硫酸銅添加馬鈴薯煎汁寒天上に生じた本菌の変異体はsaltantと見倣し

うべく，また岡様にして紫外線を照射することによつて多数のsaltantをえたから，それぞ

れクワ枝条に対する病原力を検討した。ここにはvitaminについてはsufficientであるが生

長度を異にするsaltantとvitamin　deficient　saltantの病原力についての実験結果を報告

する。紫外線照射にはアクメ型太陽燈（島津製，定格電圧100V，1周波数60％，電流O．　25A，

波長範囲2600A～6000A）を用いた。本菌の1号菌又は18号菌のsporodochia叉はpionnotes

をスライドグラス上におき（叉は胞子のsuspentionを寒天の薄層上にひろげ），紫外線発光

管の直下約30cmの距離におぎ1～5分間照射し，稀釈法（又はmicromanipulator）によつて

第3表生長度を異にするがvit・mi・を要求　第4表・it・min　d・fi・i・nt・alt・・tの病駒」

しないSaltantの病原力　　　　　　　　　．

変異剛縷職饗鐘羅・（原菌）
一．　t　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　変異｛Axii己号

18（原菌）

18－1

18－8

18－－9

ユ8－12

ユ8－16

18－17

1（原菌）

ユー4

闇1 @　　　　rm－r”’f”r－＋　　　　　一　　’－　　　　　　　　　　　　1－－354

45．4　　　　　　　107

67．6　　　　十＊串　　　　111

62，2　　　十＊＊　　　　178　　　　　十＊

63．6　　　　十＊＊　　　　　158　　　　　十：tl

64．3　　　十＊＊　　　　　91

76．7　　　　十＊＊　　　　　81

66．0　　　　十＊＊　　　　137

55．7　　　　　　　　　　．113

25．4　　　－；ド＊　　　　　94

1－389

1－412

1－620

1－417

1－723

1－59

1－743

18（原菌）

18－311

備考　＊と＊＊はそれぞれ5％又は1％の危険率で　　18－933

　　原菌と有意差が認め．られることを示す。　　　64（原菌）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64－1

Deficiency　病斑大いさ　tij）tj原力
の　種　類　比　　　数　増　　減

　＿　　　　　　　113

Biotin　　　　　　　　62　　　　－＊＊

Biotin　　　　　　　　59　　　　－＊＊

Biotin　　　　　　　　51　　　　－＊＊

Biotin　　　　　　　　53　　　　－＊＊

Biotin（partia1）　　110
Bi°tiemi。e　51　－・・
Thiamine　　　　　69，　　　一＊＊

Thia丁nine　　　　115

　＿　　　　　　　93

Thiamine　　　　　135　　　　十＊

Thiamine　　　　　98

　＿　　　　　　・　56

Thiamine　　　　　32　　　　－＊

第3表の備考参照。
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単．一胞子分離培養をして種々のll生質を調査した。　saltantの出現は，18号菌の場合は形態，色

索叉は生長度に関するものが多く，1易菌の場合はこれらは少なくvita・　min　deficient　saltant

が多かつた。それらsaltantの出現率は約1．5－2．5％であった。なお原菌はいずれもvitamin

sufficientである9）。

1　生長度を異にするがvitaminの補給を要しないsaltantの病原力

　硫酸銅添加馬鈴薯煎汁寒天培地上で18号菌を培養すれば，第1図の如く多くの生長度を異に

するsaltantを生ずる。同様にして1号菌の場合にも比較的少ないが生長度を異にするものを

生じた。これらのsaltantのうち1％藤糖加馬鈴薯煎汁寒天上で原菌と明かに生長度を異にす

るものを選び桑条に対する病原性について検討した。接種方法は筆者らの実験室で常用のラテ

ン方格式桑条接種法10）によつて3培養系統宛1組として5回宛反復接種し，各組闇の数値は比例

によつて修正した。それらの結果を第3表に示す。表によつて明かな如く，これらのsaltant

は馬鈴薯煎汁寒天上では原菌と明かに生長度を異にしているが，病原力の増減が必ずしもこれ

に伴わない。わずかに18－　8と18－　9に病原力増加の有意差がみられたに過ぎなかつた。

2　vitamin　deficient　saltantの病原力

　saltantの中でvitamill　deficientのものについて前項同様ラテン方格式桑条接種法10）によ

つて5回宛反復接種したものの総括を第4表に示す。表を通覧すると，　biotin　deficientの

saltantは1号菌にのみ出現したがpartial　deficientの1　一一一417を除いて全部の培養系統が病

原力を明かに減少していた。biotinとthiamineについて重複deficientを示すsaltantの

場合も同様であつた。一方thiamine　deficient　saltantは1号菌のほか18号菌及び64号菌の

場合にもみられたが，病原力が必ずしも減少しているとは限らず，18号菌のsaltantに逆に

増加している例もみられた。

3　考　　　察

　第1項にのべたところは，馬鈴薯煎汁寒天培地上での生長度が著しく異つてもvitaminに

っいてself－sufficientのsaltantは，病原力が生長度の変化に伴わないことが多いというこ

とであつた。これらのsaltantはvitaminについてはsufficientであることが確認された

が，ほかの代謝生理の変化の有無については明かでない。いずれにせよ，培地上の生長度を著

しく異にするsaltantも病原力がそれに伴わない場合が多いことは一応興味あることといわね

ばならない。

　次に第2項でのべたvitamin　deficient　saltantの病原力についてであるが，　biotin　de．

ficientについてはpartial　deficientのものを除いて全部病原力を減少していた。　biotin，　thi・

amineの重複deficientの場合も同様であつた。しかるにthiamine　deficient　saltantは病

原力の変化は必ずしも減少するとは限らずまちまちであつた。KEITTとBOONE　5）によるVen・

渉％吻inαequalisのbiochemical　saltantの病原，［生をみても，「司様なdeficient　saltantであ

つても病原性の変化がまちまちである例がみられるから，これは特別の例とはいえない。この

ような現象は，病原1生の変化がそのvitaminの形成に直接関連していない代謝系の変化に因

つていることを示しているものと思われる。KEITT，　BOONE及びSHAY　6）によれば，　Venturela

inaequalisの場合，　vitamin　deficientよりはむしろamino’acids　deficientやnitrogen

basesを要求する変異体においてより病原性に変化がみられたようである。いずれにせよ今後

実験を拡大する必要が感ぜられる。
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　なお18号菌の1つのthiamine　deficient　saltantが逆に病原力を増加していることは興味

多い．BUXT。N・）は，これまで芋嚢献の発見されていなV・F・・a・i・m・xy・p…吻f・伽の

methionine，　arginine，　cystine，　vitamin　B1などの重複deficient　saitantに子嚢時代が形

成されたことを報告しているが，deficientの性質がある種の機能については促進的にも作用

する例として興味多いと思われる。

摘　　　　　要

　本論文には桑芽枯病菌Fusarium　lateritium（NEEs）SNYD・et　HANs・における核現象なら

びに同菌saltantsの病原性について記載した。

　1）　Fusαrium　lateritium（NEES）SNYD．　et　HANS．の16培養系統の胞子又は菌糸を酢酸カ

ーミン法で・染色し核を観察した。1細胞中の核数のモー一ドが1の培養系統が多かつたが，モ・・一・

ドが2，3，4にある培養系統もみられた。硫酸銅添加馬鈴薯煎汁寒天培地上で多く変異体を

生じた培養系統の核数のモードは1であり，多核の場合はむしろ変異体を生じ難かつた。

2）伸長度を異にするvitamin　sufficientのsaltantは，病原力の増減が伸長度に伴わな

い場合が多かつた。biotin　deficient　saltallt，及びbiotinとthiamineについての重複de－

ficient　saltantは原菌に比し病原力が劣つていたが，　thiamine　deficientのsaltantは必

ずしも傾向が一致せず，反つて病原力が商まつているばあいもみられた。
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Summary

　　　In　this　paper　the　nuclear　phenomena　in．Frusai’izfm　lateritium（NEEs）SNYD・et　HANs・and

the　pathogenicity　of　the　saltants　were　dealt　with．

　　　1．　The　nuclear　number　in　each　celL　was　investigated　of　several　strains　stairlihg　the

conidia　or　hyphae　by　acetocarmine　method．　The　mode　of　the　nuclear　number　was　l　in　most

、t，ai。、　and　2，3。，4i。。t1、e，　f。w・t・ai・・．　The・t・ai・・whi・h　p・。duced・自・・11y　ma・y…i・nt・

on　Cuso4－potatQdecoction　agar　were　uninucleate．　On　the　other　hand　the　multlnucleate　strains

produced　few　saltants．
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　　　　　2，　The　saltants，　which　were　different　from　the　original　strains　in　growth　rate　and

were　vitamin　sufficient，　were　not　always　accompanied　by　the　virulence　change．　The　virulence

of　biotin　deficient　or　biotin　aエ1d　thiamine　deficient　saltants　was　inferior　to　that　of　the

original＄train．　However，　the　thiamine　deficient　saltants　not　aiways　decreased　in　virulence，

a1ユd　one　of　them　was　more　virulent　than　the　original　strain．

（加うα伽7ッ（ゾPhytOPathology＆2吻cology，　Faculty　of　Textile＆SericultUi’e，　Shinshu　Univei’sity，

Ueda）


